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平成 27 年 9 月 7 日 

株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント 

 

男女で異なる友人づきあい 
「学生時代の友人づきあい」はいつまでつづく？ 

～ 生活者総合ライフスタイル調査システム『CORE』より ～ 

 
株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント（所在地：東京都新宿区、代表取締役：五十嵐 幹）は、2014 年
10月に 18～79歳の首都圏の一般生活者を対象に「生活者総合ライフスタイル調査システム『CORE』」を実
施いたしました。 

『CORE』は 1982 年から 32 年間にわたり毎年実施している自主調査であり、生活意識態度を多岐にわたり
継続して聴取しています。今回はその中から「人づきあい」に関するデータをご紹介いたします。 

今回、発表しましたデータを含む CORE の集計データは標準価格 100,000 円（税別）にて販売しておりま
す。詳細につきましては弊社ＨＰ http://www.rad.co.jp/ をご覧ください。 

 

“おつきあいする友人が男性は変化、女性は継続” 

 

■ 男性のおつきあいは「学生時代の友人」から「職場・仕事関係の友人」へ、女性は「学生時代の 

友人」も継続 

 男性の「学生時代の友人」とのおつきあいは３０代、４０代で減少し、「職場・仕事関係の友人」と

のおつきあいが増加。「最も大切なおつきあい」も５０代で「学生時代の友人」と「職場・仕事関係

の友人」が逆転。 

 女性はふだんのおつきあいも、最も大切なおつきあいも、５０代まで「学生時代の友人」。 
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＜ふだんおつきあいのある友人（項目抜粋）＞　
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“人とのおつきあい「積極派」vs「消極派」、分かれる５０代男性” 

 

■ ５０代男性は人とのおつきあいにジレンマ 

 「積極的につきあい、輪を広げたい」と「積極的につきあうが輪は広げようと思っていない」を合計

した「積極派」をみると、女性はどの年代も７割以上が積極派だが、男性は年とともに減少してい

き、５０代では積極派と消極派が半々に。６０代で復活している。 

 

 

 

（図２） 

＜「人とのつきあい」についての考え方＞
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R&D 発 生活者インサイト 

 

◇ 男性は友人づきあいの相手が年代と共に変化、女性は増加 

   男性は３０代以降、社会人としてのキャリアを積む年代で「学生時代の友人」とは急激に疎遠に

なり、代わりに普段会う頻度の高い 「職場・仕事関係の友人」とのつきあいが多くなります。「最も

大切なつきあい」でも、管理的な立場となる５０代では「職場・仕事関係の友人とのつきあい」がトッ

プとなり、多くの時間苦楽をともにした仕事仲間が名実ともに大切なつきあいとなっていくようです。 

  一方女性は子育て期でも、普段会う「子どもを通じた友人」とのつきあいもしつつ、普段なかなか

会えない「学生時代の友人とのつきあい」も連綿と続けているようです。女性はつきあう相手が変

わるのではなく、ライフステージごとに増やしている様子が窺えます。 

  男性が３０代～５０代にかけて「学生時代との友人」のつきあいが疎遠になるのに対して、女性は

変わらず続けているのはなぜでしょうか？カギは「やりとりの仕方」にあるようです。 

  詳細につきましては、研究レポート『男女で異なる友人づきあい「学生時代の友人づきあい」はい

つまでつづく？（詳細版）』をご覧ください。（弊社 HP より無料でダウンロードいただけます） 

 

◇ ５０代男性のサビシイおつきあい意識 

  職場の友人づきあいが多い５０代男性は、つきあいの考え方について「人とつきあいたいと思っ

ているがなかなか思うようにいかない」がどの性年代より多くなっていますが、それは学生時代の

友人のように腹を割った話や気軽に冗談を言い合える機会があまりないからではないでしょうか。 

  定年が見え始めるこの年代、少しおつきあい意識を変えて職場や仕事以外にも広げていくことが

必要かもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■会社概要■ 

会社名： 株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント 

所在地： 〒163-1424 東京都新宿区西新宿３-２０-２ 

代表者： 代表取締役社長 五十嵐 幹 

資本金： ３０，０００千円 

設立 ： １９６８年１月１７日 

ＵＲＬ： http://www.rad.co.jp 

事業内容：マーケティング・リサーチの企画設計、実施及びコンサルテーション 

     経営・マーケティング活動の評価及びコンサルテーション 

≪引用・転載時のクレジット表記のお願い≫ 

本リリースの引用・転載時には、必ず当社クレジットを明記いただけますようお願い申し上げます。 

＜例＞「(株)リサーチ・アンド・ディベロプメントが実施した調査によると・・・」 

■本資料に関するお問い合わせ先■ 
 株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント マーケティングソリューション部（中西） 

ＴＥＬ：03-6859-2281    e-mail：radnews@rad.co.jp 

■生活者総合ライフスタイル調査システム『CORE』■ 

●調査エリア 首都圏 40ｋｍ圏  

 ●調査手法 訪問留置調査（一部郵送調査併用） 

 ●調査対象 18～79 歳男女個人 

 ●サンプル設計 3000 サンプル（回収ベース） 

 ●調査時期 毎年１回 10 月実施 

 ※『CORE』は、株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメントの登録商標です。 

http://www.rad.co.jp/

